
問題番号 内容 具体的な問題分類や問題数 配点 目標点 教科予想点

1 放送による聞き取り プリントを見ながらの聞き取り(４問) ８点

2 漢字読み (４問) ８点

3 漢字書き 5問目は、四字熟語or三字熟語(５問) １０点

4 日本語に関する問題 文法・敬語・漢文の訓読(４問) ８点

5 説明的な文章 初見の問題、(８～１０問) ２４点

6 文学的な文章 (８～１０問) ２０点

7 伝統的な言語文化 古典(６問程度) １２点

8 作文 資料を見ながら作文を書く(十行×２０＝２００字) １０点

1 数と式 正負の計算、文字式、平方根の計算、一次方程式、連立方程式、二次方程式の小問題(6問) 30点

2 基礎文章問題 資料の活用、関数、文字式の利用、確率、平面図形の作図 ２５点

3 関数               　  の関数、グラフから座標を求める、指定された座標を通る直線の式を求める、aの値を求める １５点

4 図形(平面図形) 証明(合同、相似の証明、円周率の定理など円と絡めた出題が多い) １５点

5 図形(空間図形) 体積・表面積 １５点

1 リスニング 発話の応答を選ぶ(３問)　＊疑問詞を使わない疑問文 ９点

2 リスニング 絵やグラフを選ぶ(２問)　＊５W1Hを使った疑問文 ６点

3 リスニング 単語を選ぶ(２問)　　　　＊５W1Hを使った疑問文 ６点

4 リスニング 文章を聞いて、つづりを完成させる(４問）　＊４問中１問は月や曜日を問う １２点

5 文法・文構造 語形変化(２問)、関係代名詞などの語順整序(３問) １５点

6 自己表現 絵を見て対話を完成させる(様々な立場で、意見や考えを述べる) ８点

7 短文読解(資料問題) 文脈に合わせて英語を選ぶ(選択問題５問程度、単語指定の英作文or英問英答１問程度) １９点

8 長文読解(資料問題) 会話文に合うような適語【単語・熟語】補充(２問程度)、要約文or絵の選択(２問)、資料の読み取り英問英答(１問) １２点

9 対話文読解 文脈に合わせて英語を選ぶ １２点

目標合計

　　　　　　　　　点

国語

数学

英語

y＝ax2

公立高校の「入試問題出題番号」と、

「出題数、傾向」の目安について

＊「目標合計」or「目標点」から記入してください。



1 基礎問題 物理、科学、生物、地学から１問づつ(4問) １２点

2 地学(１～２年) 気象のしくみと変化(▲)・地層・地震・火山など(３～４問) １２点

3 物理(１～２年) 電流と回路、力と圧力(▲)、光と音など(３～４問) １２点

4 化学(１～２年) ガスバーナー等を含む物質のすがた・化学変化などの(３～４問) １０点

5 生物(１～２年) 植物の体のつくりと働き・動物の体のつくりと働き(▲)・生物の観察など(３～４問) １０点

6 物理(２～３年) 電池・電子・電流と磁界・力と圧力(▲)・運動(▲)など(３～４問) １２点

7 化学(２～３年) イオン・水溶液・酸とアルカリ(▲）など(３～４問) １２点

8 生物(２～３年) 生産者・遺伝・動物の体のつくりと働き・生物の成長・食物連鎖と微生物など(３～４問) １２点

9 地学(２～３年) 気象のしくみと変化(▲)・天体(太陽系・月・星)など(３～４問) １０点

1 総合問題 総合問題（時事問題：ニュースを題材とした地理歴史公民の合体した問題）　(３～４問) １２点

2 日本地理
「都道府県：地方の特色を読み解く問題」　(２～３問)
「地形図を読み取る問題（縮尺、等高線、地図記号の知識が必要）」　(２～３問) １５点

3 世界地理
「緯線、経線、時差など地図を読み解く問題」　(３問程度)
「主要国の産業等の特色（図表、グラフの読み取り）を読み解く問題」　(４問程度) １６点

4 前近代史
（江戸時代まで）問題「主要な人物が行ったことを読み解く問題」　３問程度
または「歴史的事象を読み解く問題」　４，５問程度 １６点

5 近・現代史
（明治～令和まで）問題「年表を使って、歴史的事件等を読み解く問題」　３問程度
または「歴史的資料を読み解く問題」　４，５問程度 １５点

6 国民生活と経済・社会
公民：国民生活と経済の問題「働くこと、会社等に関する問題」　３、４問程度
※グラフを読み取って思考する問題等が出やすいです。 １０点

7 日本の政治制度
公民：政治制度の問題「日本国憲法を読み解く問題：人権、国会、内閣、裁判所等に関する問題」※
憲法の主要な条文を覚えることも必要です。　　　　　　　３、４問程度 １０点

8 国際社会
公民：国際社会に関する問題「国際連合等に関する問」
※条約、ＥＵ等国際機関を覚えることも必要です。　　　　　　　３、４問程度 ６点

　公立入試問題は、すでに見たことがありますよね？(そのうえで話を進めます。)
見た人はわかると思いますが、どこから出題されているのか、「出題範囲」を読み取りにくいですよね？

　これは先生方が、過去の公立入試問題を整理し、出題番号順にして一覧にまとめてくれました！！「入試どうしたらいいの？」や
「目標点は、どうやって見つけるの？」、「どこから学習したらいいの？」を解決し、この分野を学習すればいいというのが、はっきりわかります。
・・・このプリントの価値が分からないとすると、出遅れているかもしれません。このプリントを理解し、「受験迷子」にならないようにしましょう！！

理科

社会

どこから学習すればいいの？


